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　 この資料 は,日 本 自転車振 興会か ら競輪収 益の一部 であ る

機械工業振興資 金 の補助 を受 けて昭和55年 度 に実施 している

「海外 におけ る情報処理 お よび情報処理産業 の実態調査」 の

一環 と して と りまとめ た もの であ ります。



最 近 の デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 開 発

　　　　　　　　　　　フラ ンス ・INRIALPouzin

要 約

　 デ ー タ通 信 の 情 報 は こ こ2,3年 で大 きな 変 化 を遂 げ た。 数 多 くの 公 衆 デ ー タ ・

ネ ッ トワ ー クが.現 在 稼動 し,あ るい は 開発 され てい る。EDC,　 NordicNet,

CTNE,　 TRANSPAC,　 EURONET,　 TYMNET,　 TELENET,　 DATAPAC,　 D-

50の 主な 特 徴 に つい て概 要 を述 べ る と と もに,将 来 い くつ か の 大 ネ ッ トワー ク,

即 ちCOMPAX,　 SBS,　 ACS,　 XTENに つ い て も説 明 す る こ と とす る。国 際 通 信

が利 用 可能 に な った り,姿 を見 せ 始 め て い る。 い くつか の料 金 の 例 をみ る と,さ

ま ざ まな 国 の 料 金政 策 に 整 合 性 の欠 け て い る こ とが見 受 け られ る。 技 術 的 な面 で

は,標 準 化 の問 題 が,非 常 に遅 れ てい るが,主 た る標準 化 推 進 団体 で あ るISO

やCCITTが 現 在 活 発 に動 いて い る。 しか しな が ら,こ の2つ の 組 織 の 間 で オー

バ ラ ップす る部 分 が 増 え て きて い る。 ユ ー ザ ー に提 供 す るサ ー ビス の整 合 性,信

頼 性,規 制 に 関 す る問題 に つ い て無 責 任 な 地 域 独 占 を行 って い る国 々 の間 で関 心

が 高 ま りつ つ あ る。

　 こ の ペ ー パ ーに示 され て い る考 え方 は,私 個 人の もの で あ る。INRIAの1:E式
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

見 解 と して 受 け と られ るべ きで はな い 。
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序 文

　 デ ー タ処 理 シ ステ ム(DPS)間 の 通 信 は,距 離 が1km以 内 で私 有 地 の構 内 に

あ る時 に は,数 多 くの技 術 を利 用 す る こ とが で き る。 この よ うな 閉 鎖地 域 で は,

デ ー タ伝 送 の メ デ ィ ア と して 電 話 回線,電 信 回線,同 軸 ケ ー ブル,光 フ ァイバー ,

マ イ ク ロ波 を使 う こ とが で き,イ ンタ フ ェ ー ス や信 号 の 送 受 は全 体 と して,そ の

設備 の 所 有 者 に委 せ られ てい る。 この種 類 の デ ー タ伝 送 シス テ ムは,通 常 ロー カ

ル ・ネ ッ トワー ク と呼 ば れ て い る。 この ペ ー パ ー で は,こ れ と異 な り,公 有 地 を

横 切 る必 要 が あ り,か な り遠 隔 の 地 に あ るDPSを リン クす るた め に利 用 され て

い る デ ー タ伝 送 シ ス テ ム に焦 点 を あ て る こ と とす る。 この場 合 に は,公 衆 ネ ッ ト

ワ ー ク,も し くは規制 当 局 に よ って承 認 さ れ た専 用 の ネ ッ トワー ク を使 うよ う国

内 ま た は国 際 の規制 を受 け るこ と にな る。 公 衆 ネ ッ ト ワー クを運 用 す る組 織 はパ

ブ リ ッ ク ・キ ャ リア又 は コモ ン ・キ ャ リ ア或 い は単 に キ ャ リア と呼 ば れ て い る。

これ らキ ャ リ アの規 制 に対 す る姿勢 は多 種 多 様 であ り,こ こで は触 れ な い こ とに

す る。

　 1950年 代 の 終 りか ら,1972年 の 間 に 出現 し たデ ー タ伝 送 につ い て,キ ャ リア

は,将 来 の デ ー タ ・ネ ッ トワ ー クに 対 す るプ ラ ンに つ い て語 る以 外,殆 ん どなに

もしな か っ た。

　 検 討 され た の は デ ー タ を伝 送 す るた め に 設 計 され た デ ジ タル 回線 交 換 ネ ッ トワ

ー クだ け で あ っ た。1970年 に始 まっ た 民 間 ネ ッ トワー クの成 長 は,キ ャ リアに何

か緊 急 な こ とが あ ると信 じさせ る決 定 的 な要 因 とな っ た。 大急 ぎで,い く つか の
　 　 　 ウ

キ ャ リア は パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワー ク を計 画 した り,建 設 し始 め た が,残 りの キ

ャ リ ア は デ ジ タル 回線 交 換 に 関 す る当 初 の計 画 に 固執 す るにLヒま っ た。

交 換 技 術

回線 交換

　 デー タ回線 がひとつの呼に対 して発信加入 者 と着信加 入者の間 に設定 され る。
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デ ー タ回線 のチ ャ ンネル幅(bps)は,加 入 者 の データに よ って 十 分 利 用 され ない

場 合 で も,呼 に対 して一 定 で あ る。 トラ ン ジ ッ ト ・デ ィ レイ(例 え ば,ネ ッ トワ

ー ク を通 過 す るた めの1ビ
ッ ト用 に必 要 な タイ ム)も 一 定 で,こ れ は電 気 信 号 の

伝 送 デ ィ レイ(地 上 回線 で10～50ms)の 必 要 性 か ら きた もの で あ る。

パ ケ ッ ト交 換

　 パ ケ ッ ト交 換 の基 本 的 な特 徴 は,加 入 者 間 の デ ー タ ・チ ャ ンネル 幅 が一 定 で な

く,加 入 者 の 要求 に よ っ て変 化 す ると い う こ とで あ る。 これ は,通 常,ノ ー ドと

呼 ば れ る1～ 数 個 の 中 間 交 換 コ ン ピュ ー タの 内部 で,伝 送 の順 番 待 を して い るパ

ケ ット(約1,000ビ ッ ト)と い う形 で デ ・一 夕が送 られ るこ とに よ って 可能 とな る。

トラ ン ジ ッ ト ・デ ィ レ イは 中 間 の蓄 積 や1順番 待 の ため 回線 交 換 よ り も本質 的 に長

い もの とな る。(標 準 的 に は150～500ms)

　 キ ャ リアに よ っ て導 入 さ れ た パ ケ ッ ト交 換 網 は,ヴ ァーチ ュアル ・サーキ ッ ト ・

サ ー ビ ス を 提 供 す る。 これ は デ ー タ伝 送 が 可能 とな る前 に発 信 加 入者 と着 信 加

入 者 の 間 に デ ー タ回線 が 設 定 され なけ れ ば な らな い こ とを意 味 す る。 この技 術 は

事 実 上,回 線 交換 網 で の 呼 に よ く似 た もの で あ る。 最 初 の 呼 はパ ー マ ネ ン ト ・ヴ

ァー チ ュ アル ・コー ル と呼 ば れ る別 の サ ー ビスを利 用 す るこ とに よ っ て避 け る こ

とが で き る。 パ ケ ッ ト交 換 を利 用 して い る大 部分 の 民 間 の伝 送 ネ ッ トワー クは,

伝 送 を始 め る前 に呼 を設 定 す る必 要 の な い デー タ グ ラム と呼 ば れ る単 純 な サ ー ビ

ス を導 入 して い る。

　 世 界 の い ろ い ろの と こ ろ で,現 に提 供 され て い る,も し くは ま さ に提 供 され よ

うと して い る主 な キ ャ リア のデ ー タ ・ネ ッ トワー クにつ い て 以 下 簡 単 に調 べ て み

る こ と とす る。

ヨ ー ロ ッパ

1.回 線 交 換

　 EDS(ElectronicDigital　 Switching)
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　 ドィ ッは ヨー ロ ッパ で テ レ ック ス を利 用 した一 番 始 め の 国 で あ る。 ドイ ツのP

TTの 関 心 は一 方 で,そ のテ レ ッ クス ・ネ ッ トワ ー ク を近 代 化 し拡張 しな が ら,

他 方 で新 しい デ ー タ伝 送 サー ビス を提 供 す る こ とで あ っ た 。 シー メ ン ス に ょ っ て

開 発 さ れ たEDSが 解 決策 と して選 ば れ た。 それ は50bps～9,600　 bpsの ス ピー ド

を提 供 す る コン ピ ュー タ ライ ズ され た デ ジ タ ル 回線 交 換 網 で あ る。 しか し,交 換

の た め に全 く古 く さい 技 術 を使 っ てい るの で,ビ ッ ト ・ス ヒ。一 ドの ひ ず み を許 容

の範 囲 内 に維 持 で き る高速 回線 の 数 が制 限 され て い る。 恐 ら く,大 半 の 加 入 者 は

テレ ックス用 と して50bps,デ ィスプ レイ端 末 用 と して は600～1,200　 bpsを 使 用

す るで あ ろ う。最 初 の 交 換 機 が1976年 に 公衆 用 として設 置 され た。 それ 以 降,多

くの 交 換機 が 接 続 され て きた 。 加 入 者 の イ ン タ フェー ス は同期 式 設 備 がX.21,

ス ター ト ・ス トッ プ式 端 末 がX .20で あ る。

　 ノ ル デ ィ ッ ク ・ デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

　 デ ン マ ー ク,フ ィ ン ラ ン ド,ノ ル ウ ェ イ,ス ウ ェ ー デ ン は 相 互 協 力 と い う 点 で

長 い 経 験 を も っ て い る 。 彼 ら は,現 在,専 用 サ ー ビ ス と 公 衆 回 線 サ ー ビ ス を 提 供

す る た め に,同 期 式 の コ ン ヒ。ユ 一 夕 ラ イ ズ さ れ た デ ジ タ ル ・ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築

中 で あ る 。 回 線 の サ ー ビ ス は50～9,600bpsの 範 囲 で あ る 。 サ プ ラ イ ヤ ー は 国 内

企 業 で あ る エ リ ク ソ ン(Ericcson),ノ キ ア(Nokia),エ レ ク ト ロ リ ス ク ・ ビ

ュ ー ロ ー(Elektrisk　 Bureau)で あ る 。 ネ ッ ト ワー ク の 運 用 は1979年 に 開 始 さ

れ,1985年 ま で か か っ て 拡 張 さ れ る 。 イ ン タ フ ェ ー ス はEDSと 同 様X.20とX.

21で あ る 。

2　 パ ケ ッ ト交 換

　 CTNE(CompaniaTelefonica　 Naconal　 de　 Espa五a)

　 だ い ぶ 前 に,ス ペ イ ン のPTTと デ ー タ 通 信 の 潜 在 需 要 者 の 団 体 が 共 同 で 会 社

を 作 っ た 。 ユ ー ザ ー の 大 半 は 銀 行 で あ る 。 パ ケ ッ ト ・ ネ ッ トワ ー ク は1973年 頃 に

運 用 を 開 始 し た 。 現 在,2つ の ノ ー ド が マ ド リ ッ ド と バ ル セ ロ ナ に 設 置 さ れ て い
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る 。 多 数 の コ ン セ ン ト レ 一 夕 が 端 末 と ホ ス トの 付 属 品 と し て 提 供 さ れ て い る。 サ

ー ビ ス は 基 本 的 に は 端 末 を ホ ス ト に 接 続 す る こ と と
,テ レ ッ ク ス の 蓄 積 交 換 に よ

く 似 た メ ッ セ ー ジ の 配 達 サ ー ビ ス で あ る 。CTNEの ホ ス トは タ イ ム ・ シ ェ ア リ ン

グ ・サ ー ビ ス を 提 供 し て い る 。

　 CTNEは2つ の 会 社 を 持 っ て い る 。 ひ と'つは コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン ス 社(Com-

puter　 Sciences　 Corp.)と の ジ ョ イ ン ト ・ ヴ ェ ン チ ャ ー,　 IBERMATICA

で あ り,INFONETを ス ペ イ ン で サ ー ビ ス し て い る 。 も う ひ と つ は 富 士 通 と の ジ

。 イ ン ト ・ ヴ ェ ン チ ャ ー で あ り,CTNE加 入 者 の 端 末 を 製 造 し て い る 。

　 スAOイ ン のPTTはDP産 業 に 対 し て 強 い 関 心 を 持 っ て お り,将 来 の 開 発 は 注

目 に 価 す る 。

　 TRANSPAC

　 フ ラ ンスPTTは 公 衆 パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワー クを建 設 中 で あ る。 サ ー ビス開 始

は,当 初1976年 と発 表 され たが,数 回延期 され た。 最 終 的 に,サ ー ビス開 始 は

1978年 の 末 に正 式 に決 め られ た。1979年 中 に ネ ッ トワー クは1　2'の ノー ドと13の

の コンセ ン トレ一 夕 を持 つ の で,25の 都 市 か らア クセ ス が で き る よ うに な る。 原

則 と して ア ク セ スは フ ラ ン スの どこか ら も可能 に な る見 通 しで あ る。 しか し,こ

の原 則 は,電 話 シ ス テ ム よ り立 派 に働 らくか ど うか,ま だ は っ き り して い な い。

　 サ ー ビスは50～48kbpsの 範 囲 で提 供 され る。 ア クセ ス は テ レ ッ クス,電 話,

専 用 線 を通 して可能 で あ る。 最 も期 待 され てい る利 用 は ホ ス トと低 速 端 末 間 の 接

続 で あ る。 リモー ト ・バ ッチ の接 続 は 目下 テ ス ト中 で あ る。

　 交 換 技 術 は現 在 の ネ ッ トワー クと して は む しろ一 般 的 な もの で は な い。 パ ケ ッ

トは一 定 の ル ー トしか 通 らない し,ネ ッ トワー クの 中 で エ ン ド ・ツ ー ・エ ン ドの

コン トロ ー ル は な に もしな い。

　 オ ラ ン ダのPTTは,現 在ITTに よ っ て開 発 中 の公 衆 パ ケ ッ ト交 換 網 を発 注 し

た 。 ヨー ロッパのPTTの ネ ッ トワー ク が通 常 そ うで あ るよ うに,サ ー ビスはCCITT
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(X.25,ACSII)で 同 意 さ れ た も の に 制 限 さ れ る 。 サ ー ビ ス 開 始 の 時 期 は,一

応1980年 と さ れ て い る 。

　 イ ギ リス のPOはEPSS(実 験 用 の3つ の ノー ドを持 つ パ ケ ッ ト網)の 開 発 で

指 をや け ど した。 そ して,現 在,国 内 パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワ ー クの交 換 機 を提 供 す

るた め に その サプ ライヤ ー を探 して い る。1981年 に は サ ー ビス が多 分 開 始 され る

で あ ろ う。

　 EURONET

　 1975年 に,EC各 国 は ヨー ロッパ で デ ー タ ・ベ ー スに ア ク セ ス す るた め の分 散

型 データ伝 送 ネ ットワー クを建 設 す べ く合意 に達 した。 そ して,ECは 各 国 のPTT

と契 約 を結 ぶべ く努 力 して きた。最 終 的 には1979年 の 中 頃 導 入 され るTRANSPAC

の方 式 が 望 ま しい との決 定 が 下 され た 。 ネ ッ トワ ーク は ロ ン ドン,パ リ,フ ラン

ク フル ト,ロ ー マ の4ヵ 所 に ノ ー ドを設 置,3つ の コ ン セ ン トレ一 夕が ダ ブ リン,

ア ム ス テル ダ ム,コ ペ ンハ ー ゲ ンに置 か れ る予 定 で あ る。 予 定 され て い るサ ー ビ

スは,当 初,ホ ス トに低 速 の キ ャ ラ ク タ端 末 を接 続 す る こ とで あ る。 どの ホ ス ト

と結 ぶか は検 討 中 で あ る。

　 EURONETの 最 初 の導 入 費 はEECに よ っ て調 達 され る。 お そ らく,こ の ネ ッ

トは ヨー ロ ッパ の公 衆 デ ー タ ・ネ ッ トワー クに な るた め に,PTTの 資 金 に上 積 み

され るだ ろ う。 しか し,こ の 計 画 を完 成 す る に は問 題 の お こ る こ とが 予 想 され る。

PTTに よっ て管 理 され,　EECに よ っ て資 金 が出 され る ヨ ー ロ ッパ の ネ ッ トワー

クは,PTTの 側 か らみ れ ば,民 間 の ネ ッ トワー クよ りは好 ま しい。 しか し,　PTT

が 金 を出 した ヨー ロ ッパ の ネ ッ トワー クが 国 内の 交 換 網 を相 互 に接 続 す る こ とよ

り好 ま しい とみ るか ど うか は,は っ き り しな い。

　 ECは,ヨ ー ロ ッパ に あ る デ ー タ ベ ース に ア クセ スす るた め に,共 通 の ヴ ァー

チ ュ ア ル端 末 や質 問 ラ ンゲ ー ジを定 め よ うと,か な りの努 力 を して き たが,こ の

目標 が 達 成 さ れ るとい う兆 候 は な に もな い。 他 方,分 散 デ ー タベ ー スの 考 え方 を,
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ヨ ー ロ ッパ で もっ と成熟 させ るた めに は 更 に時 間 が必 要 で あ る
。

　事 実,ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス を提 供 す る前 に,い くつ か の国 で は,国 内の 需

要 や輸 出 の 需 要 を満 足 させ るた め に,国 の デ ー タ ベー ス を買 っ た り,作 った り し

て い る。EURONETは 当初 デ ー タベ ー ス の分 散 よ りも,重 複 を引 き起 こす よ う

に思 わ れ る。

北アメ リカ つ ぐ 　　'

1.回 線 交 換

　 カ ナ ダ の 公 衆 電 話 サ ー ビ ス は,ベ ル ・カ ナ ダ(Bell　 Canada)と,ひ と つ の 共

通 シ ス テ ム を 運 用 し て い る ご く 小 規 模 の 多 数 の 会 社 に よ っ て 提 供 さ れ て い る 。

DATAROUTEと 呼 ば れ る デ ジ タ ル ・デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク は70年 代 の 初 期 に 作

ら れ た が,そ れ は 専 用 線 を 提 供 し て い る だ け で あ る 。 も う ひ と つ の デ ー タ ・キ ャ

,リア はCNCPで あ り,こ れ は2つ の 鉄 道 会 社(カ ナ デ ィ ア ン ・ナ シ ・ ナ ル(Cana-

dian　 Nationa1)と カ ナ デ ィ ア ン ・パ シ フ ィ ッ ク(Canadian　 Pacific))の 子 会

社 .で あ る 。CNCPは 回 線 交 換 と パ ケ ッ ト 交 換 を ミ ッ ク ス し た デ ジ タ ル 交 換 サ ー ビ

ス を 提 供 し て い る 。 デ ジ タ ル 回 線 交 換 サ ー ビ ス は デ ー タ の 面(例 え ば
,呼 の 発 信

か ら終 信 の 間)で は ま っ た く ト ラ ン ス ペ ア レ ン ト(素 通 し)で あ ろ う
。 そ し て,

伝 統 的 な 回 線 と し て 同 じ イ ン タ フ ェ ー ス を 提 供 し て い る 。 面 白 い こ と に,コ ン ピ

ュ ー タ はPDP　 11で あ る の に.こ の シ ス テ ム の 提 供 者 は
,ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ィ に あ

る シ ー メ ン ス の 子 会 社 で あ る 。

　アメ リカのATTは,多 数 の 都 市 で 利用 で き るデ ジ タル ・ダ イレ ク ト ・ダイ ヤ リ

ング を開 発 した 。 その 長所 は殆 ん ど良 質 の サー ビス(低 損 失 等)と 広 帯 域 に関 係

した もの で あ る。

2.パ ケ ッ ト交 換

TYMNET
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　 タ イ ム ・シ ェア(Tymshare)社 は ア メ リ カで タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ

ス ・ビュ ー ロー と して発 足 した。 い くつ か の サ ー ビス ・セ ン ター を手 に 入 れ,カ

ス トマ ー を増 や して電 話 回線 と ミニ コ ンを利 用 して,民 営 の 伝 送 ネ ッ ト ワ 〒 ク

(TYMNET)を 開 発 し,1971年 に運 用 を開 始 した 。 その 後,別 の 会社 の コ ン ピ

ュ ー タ をTYMNETに 接 続 す るサ ー ビス も提 供 してい る。 この設 備 は全 く ポ ピュ

ラーな もの に な った。 タイ ム シ ェ アは規 制 を受 け な い キ ャ リ アに な っ た。 その結

果,TYMNETは 別 の 子会 社 にな り,1976年 にFCCか ら キャ リア の ライセン ス を

受 け た。

　 アメ リカ とカナダ で,TYMNET　 ONTYMEと 呼 ば れ る電 子 メ イ ル ・サー ビスが

提 供 され て い る。 その原 理 は タ イ ム ・シ ェ ア リング ・シ ス テ ム で行 わ れ て い る大

部 分 の メ ー ル ・サ ー ビス と同 じ もの で あ る。 加 入 者 は プ ライ ベ ー ト ・ボ ックス を

経 由 して メ ッセ ー ジを送 った り受 け取 っ た りす る。

　 現 在,TYMNETは300以 上 の ノー ド局 を持 っ てお り,ア メ リカの120以 上 の都

市 か ら ア ク セ スが で き る。 これ は,か つ て作 られ た もの と して は最 大 の パケ ット・

ネ ッ ト ワー ク であ る。 その 交 換 技 術 は低 速 の キャラクター 端 末(110～1,200bps)

の接 続 に合 わ せ て い る。 ター ミナルか らダ イア ル ・イ ン され る時,セ ンタ ー の ネ

ッ トワ ー ク監 視 装 置(Super　 Vison)は 発信 端 末 と着 信 ホ ス ト間 の ネ ッ トを通 し

て論 理 的 な二 方 向(bi-directional)接 続 を構 成 す る。い ち ど構 成 されたル ー ト

は通 話 が継 続 して い る間 固定 され て い る。 ノー ド間 で 交 換 され るパ ケ ッ トに は 多

数 の 論 理 接 続 を通 して,キ ャ ラ ク タ ー の集 合 体 が含 まれ て い る。 ホ ス トとの イ ン

タフ ェ ー スは,フ ロ ン ト ・エ ン ド ・コ ンバ ータ(TYMSAT)の 形 でTYMNETに

よ って 行 わ れ る。

　 TELENET

　 こ の ネ ッ ト ワ ー ク は ア メ リ カ 国 防 省 の ア ド ヴ ァ ン ス ド ・ リ サ ー チ ・ プ ロ ジ ェ ク

ト ・エ ー ジ ェ ン シ ー(AdvancedResearch　 Projects　 Agency)が 作 っ た 実 験 ネ

ッ ト ワ ー ク のAPRANETを 営 業 用 と し て 作 り 直 し た も の で あ る 。　 TELENETは
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1975年 の 中 頃 に規 制 を受 け る国 内 キャ リア と して 発 足 した 。 その後,既 存 のIR

C(イ ン タ ー ナ シ ョナ ル ・レコー ド ・キ ャ リア)ク ラブの承 認 を受 け る こ とな し

に,事 実 上国 際 キャ リア に な って しま っ た。1979年 の始 めに ,GTE(ア メ リカ

の電 話 会社)がFCCの 承 認 を得 て,　TELENETを 合 併 した
。

　 アク セス ・ポ イン トは アメ リカの85の 都 市 に設 置 され て い る。 提 供 され るサ ー

ビス は原 則 と して,キ ャ ラ クタ ー端 末 をホ ス トに接 続 す る こ と,そ れ に ホ ス トと

ホ ス ト間 の 接 続 も行 うこ とで あ る。TELENETは 最 近 ,ト ラフィ ックが 毎 月15

%も 伸 びて い る と発 表 した。(大 雑 把 に 計算 す る と,な ん と1年 間 で5倍 の伸 び

とな る/)ホ ス トとの イ ン タ フ ェー スはTELENETに よっ て行 わ れ るが ,そ れ は

ホ ス ト又 は ネ ッ トの 中 で,ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジの形 で コ ンバ ー ジョ ンを行

っ て い る。 こ う して,ホ ス トは,あ たか も フ ァ ミ リア端 末 の ク ラス ター で あ るか

の ご と き ネ ッ トワー クに な っ てい る。 ホ ス トは プ ロ トコル をパ ケ ッ ト伝 送 や端末

操 作 の た め に 利 用 す る こ と もで き る。

　 交 換技 術 は 独 立 した パ ケ ッ トの高速 伝 送 に 合 わ せ て い る。 この こ とは オ ン ライ

ンの トラ ンザ ク シ 。 ンや バ ッフ ァが付 い た端 末 と バ ッチ の ト ラフ ィ ック を交 換 す

るの に最 適 で あ る と解 釈 され る。事 実,す べ て の端 末 は 低速(110～L200　 bps)

とキ ャ ラ クタ ー 向 きの もの が使 わ れ て い る。

　 い ま ひ とつ の注 意 すべ き傾 向 は,ノ ー ドが そ こか ら放 射 状 の 星 型 ネ ッ トで,

"セ ン トラル ・オ フィス"の 中 で クラ ス タ ー化 され て い る こと であ る
。TELENET

が ロ ー カル 交 換,セ ン トラ ル交 換,ト ラ ン ジ ッ ト交 換 で 半 固定 的 な ル ー トと して

階層 化 して い る旧 式 の 電 話 シス テム の手 法 に もどっ て しま うか ど うか は興 味 の あ

る こ とで あ る。

　 TELENETとTYMNETは 他 の キ ャ リ ア,主 と し てATTか ら 専 用 線 を 借 りて

い る の でVAN(Value　 Added　 Networks)と 呼 ば れ て い る
。

DATAPAC

こ の ネ ッ ト ワ ー ク はTCTS(Trans-Canada-Telephone-System)
,ベ ル ・ カ



ナ ダ に よ っ て 管 理 さ れ て い る 電 話 キ ャ リ ア 連 合 の た め に,ベ ル ・ノ ー ザ ン 研 究 所

で 作 ら れ た も の で あ る 。 そ れ は1977年 の 中 頃 オ ー プ ン し,オ タ ワ,モ ン ト リ オ ー

ル,ト ロ ン ト,カ ル ガ リ ー か ら ア ク セ ス で き る 。 以 来,バ ン ク ー バ ー,ウ イ ニ ペ

ッ グ,ハ リ フ ァ ッ ク ス に 拡 張 さ れ た 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク に は55の 都 市 で マ ル チ プ

レ ク サ を 通 し て ア ク セ ス で き る 。

　 DATAPACは 技 術 的 に はTELENETと 同 じ で,基 本 的 に は 同 じ サ ー ビ ス を提 供

し て い る 。 な お,い く つ か の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン と バ ッ チ 端 末 が コ ン セ ン ト レ ー タ

に よ っ て サ ポ ー ト さ れ て い る 。

　 INFOSWITCH

　前 で述 べ た よ うに,別 の キ ャリアで あ るCNCPがINFOSWITCHと よばれ るパ

ケ ッ ト交 換 サー ビ ス を提 供 して い る 。例 外 的 に,加 入 者 の イ ン タ フェー スはX25

にな って い な い。 それ は特 別 な イ ン タ フ ェー ス と して設 計 され て い る。

3.多 様 な サー ビス(Composite　 Service)

　 アメ リカ市 場 の市 場 の 自由 性 と多様 性 に よ り,単 純 な交 換 の カ テ ゴ リー に限 ら

な い よ うに さ ま ざま な サ ー ビス の提 供 が促 進 され て きた。 む しろ,ア メ リカで は

一般 的 な解 決 をす るた め に 問題 を起 こす代 りに ,特 殊 な問 題 は特 殊 な解 決 策 を提

案 す るこ とを意 図 して い る。

　 TNS(Transaction　 Network　 Service)

　 こ れ は,あ る 条 件 の 下 で 地 方 の ベ ル 電 話 会 社 に よ っ て 提 供 さ れ る サ ー ビ ス で あ る。

　 そ の サ ー ビ ス は,ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド の チ ェ ッ ク と ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 確 認 の

た め に 設 計 さ れ た 特 殊 な 端 末 で 行 わ れ る 。 カ ス トマ ー の ク レ ジ ッ ト ・カ ー ド を 挿

入 す れ ば,端 末 は 自 動 的 にTNSの 交 換 機 を ダ イ ア ル し,ク レ ジ ッ トの 確 認 の た

め に コ ン ピ ュ ー タ ラ イ ズ さ れ た デ ー タ ベ ー ス に メ ッ セ ー ジ を 送 る 。 ア ウ ト プ ッ ト

は パ ネ ル ・ ラ イ トか コ ン ピ ュ ー タ の 作 っ た 音 声 で 示 さ れ る 。 典 型 的 な ト ラ ン ザ ク
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シ ョ ン は 独 立 し た パ ケ ッ ト(datagrams)と し て 交 換 さ れ る2つ の 短 か い メ ッ セ

ー ジ か ら な っ て い る
。

　 ACS(Advanced　 Communication　 Service)

　 ATTの デ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク 計 画 が 過 去2,3年 の 間,噂 に の ぼ っ て き た 。 最

終 的 に は1978年 の6月 に,ATTは 正 式 に,将 来ACSの 運 用 が で き る こ と を 公

認 す る よ うFCCに 要 請 し た 。　ATTの 法 的 地 位 は 全 くこ ん が ら か っ た も の で あ る。

一 方 でATTはFCCの 規 制 す る 通 信 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と を 認 め ら れ て い る だ

け で あ る 。 そ し て,他 方 で は 裁 判 所 と の 同 意 審 決 に よ っ て,た と え 分 離 し た 子 会

社 で あ っ て も,デ ー タ 処 理 業 務 に 参 入 す る こ と を 妨 げ ら れ て い る 。 し た が っ て,

同 意 審 決 が 改 定 さ れ な い 限 り,ACSは 法 律 的 に は 規 制 さ れ た 通 信 サ ー ビ ス と し

て 定 義 さ れ る だ け で あ る 。

　 伝 統 的 な キ ャ リ ア の 手 法 に 反 し て,ACSは そ れ 自 体 で,伝 送 サ ー ビ ス を 提 供

し な い 。 む し ろ 端 末 の サ ポ ー ト や メ ッ セ ー ジ の 管 理 を 行 う,端 末 の サ ポ ー ト は 次

の5つ の ク ラ ス に 分 類 さ れ る 。

　 ク ラ ス1:非 同 期 の ス タ ー ト ・ス ト ッ プASCII,110bps～1,800　 bps(例,

　 　 　 　 　 　 テ レ タ イ プ35型)

　 ク ラ ス2:バ ッ フ ァ 付 端 末,ク ラ ス1と 同 じ コ ー ド と ス ピ ー ド(例,Haze1-

　 　 　 　 　 　 tine　 2000)

　 ク ラ ス3:非 同 期 ス タ ー ト ・ ス ト ッ プ ・ボ ー ル ド端 末,135.5bps(例,IBM

　 　 　 　 　 　 2740/2)

　 ク ラ ス4:同 期 ボ ー ル ド端 末,2,400bps～9,600bps(例,　 I　BM3270)

　 ク.ラ ス5:バ ッ チ 端 末,2,400bps～9,600bps'(例,　 I　BM2780)

　 X.25イ ン タ フ ェ ー ス は プ ロ セ デ ュ ア の ひ と つ と し て 採 用 さ れ て い る 。 端 末 操 作

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

や デ ー タ伝 送 を コ ン トロー ル す る数 多 くの ネ ッ トワー ク ・パ ラメ ー タが カス トマ

ーの た め に用 意 され て お り,カ ス トマ ーの特 別 の 注 文 に応 じて調 整 す る こ とが で

きる。
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　 な お,ACSは テ キ ス トの編 集,メ ッセ ー ジの 蓄積 と管 理,デ ー タの集 収 機 能

の サ ー ビス も提 供 す る。

　最 初 の 実験 用 ユ ー ザ ーの た めの サー ビス開 始 時期 の 目標 は1979年 の終 りで ある。

この た め,ネ ッ トワ ー ク機 能 の全 貌 が 公表 さ れ る まで に は 若 干 の 日時 を要 す る。

　疑 い もな く,ACSは 通 信 向 け製 品(例 え ば,フ ロン ト ・エ ンド,コ ンセ ン トレ

一 夕,マ ルチ プレクサ,端 末 コン トロー ラ,そ れに端 末 さえ も－ATTはDATASPEED

と呼 ば れ る端 末 の マー ケ テ ィ ン グ も行 って い る 一)の 代 替 品(Substitute)

に しよ う と意 図 され て い る。 アメ リカのVAN(TELENET又 はTYMNET)と 設

備 メ ー カ ー はACSと 競 争 に な りそ うで あ る。 他 方,相 当の 利 益 が見 込 ま れ るA

CS関 連 製 品 の マ ー ケ テ ィ ングに対 して は 大 き な チ ャン スが 訪 れ るで あ ろ う。

　 COMPAK

　 アメ リカで は,ITTが ま だ商談(Sales　 talk)の 域 をで な い が,　 VANを 開

発 中 で あ る。 この ネ ッ トワー ク は,さ ま ざ ま な設 備 間 の 相互 接 続 や非 互 換 性 を す

べ て解 決 す る とい わ れ て い る。1978年 の春 に,互 換 性の な い端 末 間 を自動 的 に コ

ンバ ー トの で きる全 国的 な フ ァク シ ミ リを提 供 す る とい う第1段 階 が発 表 され た。

2ヵ 月 後 に,サ ー ビス開 始 時期 は最 低1年 は遅 れ る見 通 し にな っ た。 問 題 は技 術

的 な もの であ る とい わ れ て い る。

'

　 SBS(Satellite　 Business　 Systems)

　 この 会社 はIBM,　 COMSAT,　 Aetna生 命 保 険 会社 の子 会 社 として 創 立 され た。

それ ぞれ がSBSの1/3の 株 を保 有 して い る。　FCCはSBSに サ テ ラ イ トを使 用 し

て国 内 デ ジ タル伝 送 サ ー ビス の提 供 を承 認 した が,こ の 承 認 は後 ほ ど連 邦裁 判 所

に よ っ て取 消 され た。 目標 とす る マー ケ ッ トは ア メ リ カに あ る200の 大企 業 で あ

る。 こ れ らの 企 業 は地 上 回線 よ り便 利 で経 済 的 な 高 帯 域 で,統 合 通 信(例 え ば電

話,フ ァク シ ミリ,ヴ ィデ オ会 議,デ ー タ交 換)の ため の民 営 ネ ッ トワー ク ・サ

ー ビ ス を提 供 す る で あ ろ う。 恐 ら く,IBMはPBXを 含 む 通 信 用 交換 機 と さ ま ざ
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ま な端 末 間 の イ ンタ フ ェー ス を開 発 中 で あ る。 地 上 局 は民 間 の 構 内 に置 か れ
,ア

ンテ ナ の 直 径 は5～7mに な るは ず で あ る。

　 こ の サー ビスは1981年 の始 め に24の 地 上 局 で オープン され る予 定 になってい る。

5年 間 で600の 地 上局 が 拡 張 され る。 各地 上 局 はSBSか ら レン タ ルす る こ とに

な る。

　 現 在,SBSは アメ リ カの国 内 キ ャ リ ア候 補 に過 ぎな いが,外 国 キ ャ リアの 協

力 を得 られ れ ば,国 際 通 信 に も進 出 す る可 能 性 を持 っ てい る。 ヨー ロ ッパ で はS

BSとIBMが 合 併 して 悪 の張 本 人 にな る と宣 伝 して い る もの もあ る。 それ は あ

たか も,安 くて 豊富 な 世 界 的規 模 の 通 信 が行 わ れ れ ば ,あ る組 織 に と ら て不 吉 な

もの とな るか の よ うで あ る。

　 XTEN(Xerox　 Telecommunications　 Network)

　 も っ と も最 近 の(そ れ は 恐 ら く 最 後 で は な い)爆 弾 は も う ひ と つ の ア メ リ カ 国

内 キャ リア の候 補 とい わ れ て い るXeroxの 発表 で あ る。 計 画 中 の その ネ ッ トワ_

クは 明 らか に オ フ ィス ・シ ス テ ムを相 互接 続 す る こ とを狙 って い る。

　 XTENは 専 用 の 衛 星 通 信(遠 距 離 部 分),マ イ ク ロ回線(中 距 離),無 線 放

送(短 距 離)を 組 合 せ て利 用 す る。 そ の た めす べ て の 回線 はATTの 地 上 回線 を

利用 しな い こ とに な る。 この技 術 に よ って,無 線 設 備 が 衛 星 の地 上 局 よ り も格 段

に安 い の で,SBSよ りエ ン トリーの コス トが 安 い もの とな る。 そ の た め,目 標

とす る ター ゲ ッ トは ア メ リカの500以 上 の企 業 に な りそ うで あ る。

　 Xe　rox研 究所 の 有 名 な開 発 は,複 雑 な オ フィス業 務 の端 末 と ロ ー カル ・ネ ッ ト

ワー クを ベ ー ス に した ロ ー カル の分 散 処 理 シ ス テ ム の将 来 を予 告 して い る
。

極 東

オ ー ス ト ラ リ ア

　 国 内 の 公 衆 デ ー タ ・ネ ッ トワーク を建 設 し よ う とす る先 駆 的 な開 発 が60年 代 の

終 りご ろ行 わ れ た。 しか し,技 術 の方 が まだ十 分 熟 して い な か った。 そ して,そ
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の結 果,シ ス テ ム も制 限 され た 実験 の 域 を まだ で な い で低 迷 して い る。 この 実験

の挫 折 に よ り,オ ー ス ト ラリ アの 通信 当局 は,む し ろ新 しい 開 発 に慎 重 に な って

い る。 現 在,デ ジ タル ・サ ー ビス は専 用 線 で間 に合 わ せ て い る。 交 換技 術 に関 し

ては な に も結 論 が だ さ れ て い な い 。

日　 本

省　略

国　 　際

ア メ リ カ ー ヨ一 口 ッパ

　 1978年 まで は 事実 上 の 国 際 デー タ ・ネ ッ トワークはTYMNETの み であ った。あ

る国 で はTYMSHAREに 属 して い な い ホ ス トに接続 す るた め にTYMNETを 使 用

す る こ と を禁 止 した 。 その 他 の 国 で は禁 止 しな かったが,こ の場 合 にはTYMNET

は キ ャ リア の独 占 を侵 し て第3者 の トラ フ ィ ックを運 ん で い たわ け で あ る。

　 1978年 以 来,TYMSHAREの ホス トに接 続 で き る もの 以 外 はTYMNETを キャ

リアと して禁 止 す る こと に ヨーロ ッパ の す べ てのPTTが 同 意 した。　PTTは 既 存 の

設 備 で は同 じ レベルの サ ー ビスが提 供 で きな いの で,TYMNETか ら手 に 入 れた ノ

ー ドを設 置 した。 大西 洋 の 反 対 側 で は,IRC連 合(即 ち,　RCA,　 WUI,　 ITT)が

同 じこ とを や った。 こ う して,現 在,ア メ リ カのTYMNETとTELENETに は ヨ

ー ロ ッパのPTTと アメ リカのIRCを 通 さ な け れ ば ,接 続 が で きな くな って い る 。

法 を犯 して ホス トを接 続 しよ う とす る試 み はTYMNETの 監 督 官 に よって,わ な に

は め られ た。

　 この 体 勢 は 若 干 設 備 の 重 複 を もた ら した。 その後,TELENETはFCCか らIRC

の ライ セ ン ス を得 た が,既 存 の キ ャ リア ・ク ラ ブは新 しい メ ンバ ー に 対 し て ドア

を閉 ざ し た ま ま でい る とい う こ と を発 見 した に過 ぎない 。

　 ユ ーザ ーの 立 場 か らす れ ば,TYMNETの サー ビスをキ ャ リアが 横 取 り(take-

over)す る こ とに よ っ て,国 に よ り,伝 送 コ ス トが2倍 か ら3倍 に な っ て は ね返
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って き た。

　 も うひ とつ 悪 い こ とは,ヨ ー ロ ッパ が12の 閉 鎖 領 地 に 分 断 され て い る とい う こ

とで あ る。 この た め ポ ー タ ブ ルの 端 末 を持 っ て旅行 した り,ひ とつ の ユ ーザ ー名

やパ ス ワー ドで,ど こか の 国 か らホ ス トを呼 ん だ りす る こ と は,も は や不 可 能 に

な っ てい る。 現 在 で はPTTの 数 と同 じ加 入 契約 が 必要 で あ る。 こ う して,ヨ ー

ロ ッパ は,い ま,ア メ リカ と通信 す る場 合12の 島 とな って しま って い る。

　 ヨー ロッパ に と って,TYMNETは 原 則 と して,ア メ リカに あ るデー タ ベ ー ス に

ア ク セ スす る ため の 手 段 で あ る。 た と えば ア メ リ カの 多 国 籍 企 業 は ヨー ロ ッパ に

あ る本社 と系列 会社 間 の デ ー タ や メ ッセ ー ジを送 受 す るた め に そ れ を利 用 す る。

計 算 サ ー ビス もヨー ロ ッパ の ホ ス トを利 用 す る。

　 ONTYMEの よ うな電 子 メイル は アメ リカ と カナダ か らは 利 用 で き るが,ヨ ー ロ

バ で は利 用 で きない 。TYMSHAREはPTTに 報復 され るか もしれ な い と恐 れ をな

して い る とい う噂 が 流 れ て い る。

ア メ リカ ー カナ ダ ー メ キ シ コ

　 TELENETとTYMNETは アメ リカ国 内 で網 間接 続 は行 わ れ な い が,カ ナ ダの

DATAPACと は接 続 され る し,メ キ シ コ ・シテ ィに も ノー ドを持 って い る。

カナ ダ ー ヨ一 口 ッパ

　 大西 洋 をま た ぐ通 信 は カナ ダ のue　一 の国 際 キ ャ リアで あ るTELEGLOBEを 通

して しか行 え な い。 この ・ペー パ ー を書 い て い る時点 で は,関 係 す る キ ャ リア間 で

収 入 の分 配 方 式 に関 す る意 見 が 一 致 しな い た め に,通 信 は技 術 的 に は可 能 で も営

業 は開 始 さ れて いな い 。

ヨ 一 口 ッ パ ー ヨ 一 口 ッ ノV

　明 らか に これ が一 番 難iか しい 問 題 で ある。 い くつ か のPTTは,　 EU"RONETに よ

って この 問題 を解 決 す るが,そ の他 のPTTは 相 互 通 信 を希 望 す る で あ ろ う。
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料 金

　 すべ て の ユ ー ザ ー は鉄 道 や飛 行 機 の運 賃 を比 較 す る と同 じ方 法 で ネ ッ トワー ク

の 料 金 を比 較 し たが る もの で あ る。 しか し,実 際 は そ れ ほ ど容 易 で は な い。 デ ー

タ ・ネ ッ トワー クの料 金 表 は 非 常 に ヴ ァラ ィ アテ ィに富 ん だ料 金 要 素 を 含ん で お

り,全 面的 な 比 較 は 全 く困難 であ る。 い くつ か の例 を示 して み よ う。

TELENET:($-USド ル)

・キ ロ パ ケ ッ ト当 りO .・60$1つ の パ ケ ッ トは ユ ー ザ ー が そ れ を フ ァ イ ル す る 方 法

に よ っ て1～128の キ ャ ラ ク タ を 含 ま せ る こ と が で き る 。

・1時 間 当 り,ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ ポ ー トの 利 用 料(]10～300bps)

月 当 り時間数 密 集 地 域 過 疎 地 域

800以 下 1.40$ 2.40$

800～1,400 1.40$ 0.90$

1,400以 上 0.90$ 0.90$

毎 月 の 料 金 が5,　OOO$～18,000$の 時 に は20%～50%の 割 引 が あ る 。

　 TRANSPAC:(FF－ フ ラ ン ス ・ フ ラ ン 　 約0.23$)

・1,　024キ ャ ラ ク タ 当 り0.05　 FF(64キ ャ ラ ク タ の 端 数 ご と に)

・ ダ イ ヤ ル ・ イ ン ・ ポ ー トの 使 用 料0 .05FF/分

・ ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ トの 使 用 料0 .01FF/分(1,200bpsま で)

・ コ ー ル 当 り最 低 料 金 　 0 .15FF

・ ピ ー ク 時 以 外 の ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金 と ヴ ァ ー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ ト ・ タ イ ム 料 金

　 は40%～80%の 割 引

EURONET:(BF－ ベ ル ギ ー ・ フ ラ ン 約0.0337$)
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・64キ ャ ラ ク タ の セ グ メ ン ト当 り0 .06791BF

・ ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ ポ ー トの 使 用 料1 .36BF/分(1,200bpsま で)

・ ピ ー ク 時 以 外 の ヴ ォ リ ュ ー ム 料 金 は33 .3%,タ イ ム 料 金 は20%の 割 引

・各 国 と の ア ク セ ス 料 金 は 未 発 表

　 この よ うに,相 互 に幅 広 く比 較 す る こ とは不 可能 であ る。 料 金 計算 は ユ ー ザ ー

の トラ フ ィ ッ クの パ タ ー ンに よ っ て,非 常 に微 妙 に 変 化 す る こ とが 明 らかであ る。

生 デ ー タの ヴ ォ リュ ー ム をベ ー スに した コ ス トの構 成 は メ ッセー ジが短 か く刻 ま

れて い る時 に は全 体 と して現 実的 で な い。 こみ入 った レ ン タ ・カー の料 金 と同様

に,あ る程 度 の正 確 さで コス トを予 測 す る唯一 の 方 法 は,典 型 的 な トラ フ ィ ッ ク

の状 態 に必 要 な あ らゆ る要 素 をつ け加 え るこ とで あ る。 デ ー タ収 集 の よ うな低 ト

ラ フ ィ ッ クの ア プ リケ ー シ ョ ンは,時 間 に 関 係 し た コ ス ト(ダ イ ヤ ル ・イ ン ・ポ

ー ト,ヴ ァー チ ュ ア ル ・サ ー キ ッ ト)に よ り,重 い ペ ナル テ ィを課 せ られ る。 最

も宣 伝 さ れて い る ヴ ォ リュ ー ム をベ ー スに した 料 金 は,料 金 全 体 の7%に も満 た

な い か もしれ な い 。 その 結 果,ク レ デ ィ ッ トの チ ェ ッキ ン グ,資 金 の トラン ス フ

ァー,環 境 の モ ニ タ リ ン グ の よ うな ア プ リケ ー シ ョ ンは息 を とめ られ て しま うか

もしれ な い 。

　 サ ー ビスに補 助 金 を 出 す とい うよく行 われてい る慣 習 に よって,国 際 レベルで は混

頓 と した状 態 に な っ て い る。比 較 す るた め に選 ん だ 国 に よ って,料 金 は 同 じサ ー

ビス で も1～15倍 も異 った もの となって い る。

　 通 信 の コス トは コ ン ピ ュー タ ・シス テム の オ ペ レ ー シ ョン ・コ ス トの 占 め る比

重 分 が ます ま す増 加 しつ つあ る。 そ の結 果,コ ン ヒ。ユ 一 夕の シ ステ ム設 計 を行 う

場 合,フ ァ ン ク シ ョ ンや リソー シスの 配 分 に そ れ らの コス トが 大 きな影 響 を与 え

るこ とにな る 。料 金 上 の この よ うな 格 差 に よ って,国 際 マー ケ ッ ト上最 も利 用 価

値 の 高 い 製 品 の設 計 が しめ 出 され た り,多 くの 国 家 間 の ひず み が 生 まれ て く る。

　 料 金 に 対 す る全 般 的 な観 点 か ら,国 際 通 信 に 対 す るキ ャ リア の混 とん と した偏

見 にみ ち た姿 勢 が よ く分 る。 国 際料 金 を仔 細 に 調 べ て み る と"料 金 の壁",例 え
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ば ヨー ロ ッパ のPTTが 自国 の 通話 を外 国 に 出 さ な いた め に課 した超 過 料 金 な ど

が は っ き りと浮 か び 上 って く る。

標 準 化

　長 距 離 デ ー タ ・ネ ッ トワー クの広 範 囲 な 拡 張 は,非 常 に 多 くの ホ ス トで既 に提

供 して い る さま ざ まな コ ン ピュ ー テ ィ ング ・サ ー ビス に役 立 たせ る こと が 望 ま し

い 。 更 に ネ ッ トワ ー クの 存 在 そ の もの に密 接 な関係 の あ る新 し い サ ー ビス(例 え

ば電 子 メ イ ル,テ レ コ ン フ ァ レ ンス,環 境 モ ニタ リ ン グ)が 提 供 可能 とな りつ つ

あ る。 そ うし て,ユ ーザ ー の 立 場 か らすれ ば,大 部分 の コ ン ピュー テ ィン グ ・サ

ー ビ スに は
,ど の 端 末か ら もア ク セ スが 出 来,デ ー タや プ ロ グ ラムが 異 な る シス

テ ム間 を移 動 す る と とが全 く 当然 の よ うに思 わ れ る。

　 シス テ ムや 端 末 を相 互 に接 続 す るた め に は,ネ ッ トワー クの専 門用 語 で プ ロ ト

コル と呼 ば れ る非常 に複 雑 な 共 通 の コ ンバ ー ジ 。ンが必 要 とな る。 特 殊 な もの に

しか適 用 で きな い こ とを避 け る た め に,国 際 的 な標 準 が 合 意 の 上 で適 用 され るこ

とが望 ま しい。 しか しな が ら,コ ン ピ ュー テ ィ ン グの分 野 で は 標 準 化 の 問 題 はか

み そ りの 刃 の よ うに 薄 い もの で あ る。 これ は企 業間 の 競 争 上 の 性格 と合 意 に達 す

るた めの サ プ ラ イ ヤー か らの動 機 が 不 足 して い るため で あ る。 この状 態 は,ユ ー

ザ ー と キ ャ リアが過 去 にお け る よ り,は るか に 高 い相 互 作 用 をす るた めの プ レ ッ

シ ャニが 加 わ りつ つ あ る。

　 2つ の主 要 な標 準 団体 が ネ ッ トワー クの標 準 を作 成 中 で あ る。

・ISO(International　 Standdrd　 Organigation)は 各 国標 準 団体 の連 合 体

　 で あ る。

・CCITT(C。mit6　 C。n,ult。tif　 l。tern。ti。n。,　 T6i6。.aphi,ueet　 T6i6.

　 phonique)は キ ャ リ ア の ク ラ ブ で あ る 。

　 ISOは1975年 以 来"デ ー タ ・リ ン ク"例 え ば 論 理 回 線.ポ イ ン ト ・ ツ ー ・ポ

イ ン ト 回 線,マ ル チ ポ イ ン ト 回 線 の コ ン ト ロ ー ル に 対 す る 一 連 の 標 準 を 作 成 し て

き た 。 こ れ ら の 標 準 はHDLC(High　 LevelData　 Link　 Contro1)と し て 知 ら
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れ て い る。1978年 以降 新 しい 下部委 員 会 は 「tオー プン ・シス テ ム相 互接 続"例 え

ば,異 機 種 シス テム を相 互 に接 続 し よ う とす る需 要,に 対 す る標 準 の研 究 を行 っ

て い る。 この 新 しい 活動 はISOが 包 括的 なPP標 準 を作 るた め の もっ と も重 要 な

ステ ッ プ であ るこ とは 間 違 いな い 。

　 CCITTは1976年 以 降,パ ケ ッ トを伝 送 す る た め のユ ー ザ ー設 備 と公 衆 パ ケ ッ

Lト ・ネ ッ トワ ー ク間の イ ン タ フ ェ ー ス を きめ る標 準 と50bpsと300bps間 の非 同

期 の ス タ ー ト ・ス トップ端 末 を取 り扱 う一 連 の標 準 を作 成 して きた 。 こ の標 準 は

X.3,X.25,　 X.28,　 X.29と して知 られ て い る。

　 通信 とDP間 の歴 史 的 な境 界 は,公 衆 ネ ッ トワー クに よ っ て提 供 され て い る新

しい 通信 サ ー ビス が 事 実 上DPシ ス テ ムで あ るた めに ,は っ き り しな くな りつ つ

あ る。 そ して,ISOとCCITT間 の 重 複 部 分 が 増 加 しつ つ あ る。この 限 りに お い

て両 団体 の 協 力 とい うこ とは む し ろ意 味 の な い(flimsy)も の とな っ て い る。

　 前 に述 べ た ネ ッ トワ ー クの う ち,TELENET,　 DATAPAC,　 TRANSPAC,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

EURONET,　 D　50は,彼 ら自身 の標 準 に対 す る判 断 で,　 CCITTの イ ン タ フェ ー

ス を提 供 して い る。 その うえ ,彼 らは標 準 化 され て いな い彼 ら自身 の機 能 も持 っ

てい る。 今 日 ま で国際 的 に接 続 さ れ るパ ケ ッ ト ・ネ ッ トワー ク ・サ ー ビ スに 対 し
,

は っ き りと した イ ンタ フ ェ ー スの 規定 は ま だ存 在 しない。

　 その 他 の ネ ッ トワー ク は ま だCCITTの パ ケ ッ ト ・イ ン タ フ ェー ス を持 っ て い

な い が,彼 ら は近 く持 つ よ うに な るだ ろ う と言 っ てい る。EDSとNORDICネ ッ

トは デ ジタル 交 換 回線 と してCCITTに よ って きめ られ たX .21イ ンタフ ェー ス を

使 用 して い る。

　 か な り困 難 な宣 伝 活 動(Selling)がX.25の 採 用 に伴 って行 われた。 それ に も

か かわ らず,あ る国 際 ネ ッ トワー クの 代 表 は1979年 の2月 に,こ の 会 社 はX .25に

つ い て8つ の 異 な る ヴ ァー ジ ョ ンを導 入 した と発 表 した。

　 デ ジタル 回線 交 換 ネ ッ トワー ク はX.21を 使 用 し,X.25や その 他 の もの は 使 用 し

な い。 パ ケ ッ ト交 換 の 適 用 に よ っ て もた らされ た 非 互 換性 の 世 界 は技 術 的 な制 約

よ り も,む しろ概 念 上 の 混 乱 に よ る もの が 大 きい。 パ ケ ッ トを交 換 した り重 畳 し
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た りす る こ とは,必 ず し もネ ッ トワ ー クの イ ンタ フ ェ ー ス でパ ケ ッ トの み を取 り

扱 うこ と を意 味 しな い 。

　 現 在 の 技 術 で は 回線 とパ ケ ッ ト交 換 が 異 な る トラ フ ィ ック の型 と して最 も多 く

利 用 され て い る。 しか し,こ の 事 情 は 恐 ら く時 間 が たつ に つ れ て変 化 す るで あ ろ

う。 この2つ の技 術 を異 な るイ ンタ フ ェ ー スの 中 に 凍結 して しま うこ とは,将 来

の革 新 に とっ て大 きな ハ ン デ ィキ ャ ッ プ とな る。 ひ とつ の 交 換技 術 を他 の交 換 技

術 に変 更 す る こ とは 容 易 な ら ざ る こ とだ か らで あ る。

ゲ ー ト ・ウ ェイ

　標 準 が な い ため に,実 用 面 で,ネ ッ トワー ク間 の相 互接 続 を実 現 す る唯一 の方

法 は ア ダ プ タ ー(プ ロ ト コ ル ・コ ン バ ー タ ー,又 は ゲ ー ト ・ウ ェ イ と も呼 ば れ る)

を 作 る こ と で あ る 。 要 す る に ゲ ゲ ー ト ・ ウ ェ イ は2つ の デ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク 間

の 仲 人(middleman)で あ る 。 ゲ"一 ト ・ ウ ェ イ の 片 側 は も う一 方 の 側 の ネ ッ ト

ワ ー ク の プ ロ ト コ ル や イ ン タ フ ェ ー ス の 要 求 に 一 致 さ せ る 。 両 者 間 で デ ー タ と コ

ン ト ロ ー ル 情 報 は ひ と つ の ネ ッ ト ワ ー ク の コ ン バ ー ジ ョ ン か ら 他 の ネ ッ ト ワ ー ク

の コ ン バ ー ジ ョ ン に マ ッ ピ ン グ さ れ る 。 こ の こ と は,マ ッ ヒ。ン グ が 常 に 直 進 す る

(straightforward)と は 限 ら な い の で,言 う は 易 し く て 実 行 は 難 か し い 。 そ

れ は い く ぶ ん 近 似 値(approximations)が 必 要 と な る し,制 限 を 設 け る よ う に

な る か も し れ な い 。

　 2つ の パ ケ ッ ト ・ ネ ッ ト ワ ー ク 間 で パ ケ ッ ト を 送 受 す る こ と は 通 常 の 相 互 接 続

を 行 う だ け で は 十 分 な 条 件 と な ら な い 。 タ ー ゲ ッ トは ユ ー ザ ー と ど ち ら か の ネ ッ

ト ワ ー ク のDPシ ス テ ム 間 の 相 互 動 作 を 可 能 に す る こ と で あ る 。 デ ー タ 伝 送 プ ロ

ト コ ル は た だ ひ と つ の 下 位 の"レ イ ヤ ー"で あ り,プ ロ ト コ ル の 追 加 の 上 位 レ イ

ヤ ー が 必 要 と な る 。 こ れ ら の 上 位 レ イ ヤ ー の プ 占 ト コ ル が 異 な る 時,ゲ ー ト ・ ウ

ェ イ の 中 で 適 正 な マ ッ ピ ン グ が 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 例 え ば,も し わ れ わ れ が2

つ の パ ケ ッ ト ・ ネ ッ ト を 通 し て,ひ と つ のDPシ ス テ ム か ら も う ひ と つ のDPシ

ス テ ム に フ ァ イ ル を 移 そ う と す れ ば,共 通 の フ ァ イ ル ・ ト ラ ン ス フ ァ ー ・プ ロ ト
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　 　 コル が な い と不 十 分 な もの と な る。 この場 合 に は,ゲ ー ト ・ウェ イは フ ァ イル を

　 　 受 け取 っ た り転 送 した りで き るよ うに しなけ れ ばな らない 。 近 く導 入 され る技 術

　 　 に よ っ て,片 方 に ラ イ ン ・プ リ ン タ,も う一方 に カ ー ド ・リー ダ を置 い て,ジ ョ

、　 　 ブ ・コ ン トロ ール ・コマ ン ドを適 当に さ しこ めば シュ ミレー トが 出 来 るよ うに な

　 　 るで あ ろ う。 も し も,フ ァイ ル の構 成 が連 続 的(sequential)な ものよ り複 雑 な

　 　 もの で あ れ ば,追 加 の コ ン バ ー ジ ョ ン機 能 が必 要 に な る。

　 　 　 以 上 か ら推 論 され るよ うに,ネ ッ トワー ク を相 互接 続 す る問題 に 対す る一 般 的

　 　 な解 決 策 は 存在 しない 。 ゲ ー ト ・ウ ェ イ は特 殊 な 目的 の た め に作 られ る。

サ ー ビス

　 公 衆 ネ ッ トワ ー クは次 の よ うな多 様 な サ ー ビス を提 供 す る。

　 ・デ ー タ交 換

　 ・端 末 操 作

　 ・メ ッセ ー ジ蓄積

　 ・テキ ス ト編 集

　 ・メ ッセ ー ジ検 索

　 基 本 的 なデ ータ交換 は一 般 に 交 換 回線 や専 用 回線 に類 似'した もの(　'nimicking)

を提 供 す る。前 に述 べ た よ うに,短 か い ト ランザ ク シ 。ンの トラ フ ィ ックは 高価

な もの に つ く。 それ は,恐 ら く ヴ ァ ーチ ュ アル 回線 を設 定 す る こ と と関 連 してか

な りの オ ー バ ーヘ ッ ドが必 要 とな るか らで あ る。例 えば,ヴ ァ ー チ ュ アル 回線 の

た め にTRANSPACで 適 用 され る最 低 料 金 は,25　 kビ ットよ り高 くつ く。 全 体 の

トラ ンザ クシ ョンが2～3,000ビ ッ トを超 えな い場 合 に は,デ ー タ グ ラ ム ・サ ー ビ

ス に対 す る需 要 が あ るこ とは 明 らか で あ る。 しか し,い くつ か のPTTが 反対 し

て,デ ー タ グ ラ ム ・サ ー ビ ス を提 供 し よ う とす る試 み の邪 魔 を して きた。

　 もっ と専 門 的 で複 雑 な サ ー ビ スが相 当数 のユ ー ザー を対 象 に して 出 て く る可能

性 が あ る。 この こ とは マ ー ケ ッ トの圧 力 と これ らの サ ー ビス を他 の キ ャ リアの機

能 と統 合 し て提 供 す る こ とに よ っ て生 じる キ ャ リアの有利 な 点 か らで て きそ うに

一21一



思 わ れ る。 例 え ば,広 告 のた め の郵 便 が,公 共 サ ー ビス と して提 供 され る こ とが

想 像 され る。

信 頼 性

　公 衆 デ ー タ網 を利用 した 国 際 的 な相 互接 続 が十 分 監 視 で きな い とい う こ と は既

に明 らか にな っ てい る。 な に か変 った こ とが発生 す ると 同時 に,は っ き り指 摘 の

で き る症 状 が現 わ れ て く る。 確 か に この よ うな シス テ ムは非 常 に 複雑 で あ り,ル

ーチ ンの 保守 しか して い な い 職 員 には十 分 理 解 す る こ とが で きな い
。 コモ ン'キ

ャ リアの体 制 の 申 で作 られ た地域 的 な 研 究 で は,相 互 接 続 シ ステ ムの 中 で発 生 し

た多 数 の障 害(fluks)を 探 し出 す の に 十 分 な効 用 を発 揮 す るこ とは で きな い 。

規 　 　制

　 この規制 とい う言 葉 は2つ の 異 な る もの を意 味 す るの で 誤解 が生 じ易 い。 北 米

で は,キ ャ リア は州 に よ って 規 制 され てい る。 現 在 アメ リ カ では 徐 々 に法 的 規制

をゆ る め てい る。 その た め,キ ャ リアは 更 に競 争的 に な り,更 に 革新 的 にな り,

結 局 は コス トの効 用 性 を更 に 高 め て い る。 ヨ ー ロ ッパ で は,キ ャ リアが 多か れ少

な か れ通 信 に関 す る サ ー ビス の首 を しめつ け る傾 向が あ る 。 それ が 国 民 に 正 当な

サ ー ビス を提 供 し,不 当 な外 国 の競 争 者 を排 除 す る唯 一 の 道 で あ ると考 え られ て

い るか らであ る。 日本 は マ ジ ノ ・ラ イ ンよ りも この健 全 な 研 究 の 実 例 と して,し

ば しば引 用 さ れ て い る。

ヨ ー ロ ッパ の ア プ ロ ー チ

独 　 　 占

　 国 の 独 占 とい う こ とは,全 く一 般 的 に議 論 して は な らな い 当然 の秩 序 の 問題 と

して 考 え られ て い るに もかか わ らず,国 家 独 占の 最 も堅 固 な支 持 者 が,同 時 に国

際 的 な準 独 占 に 対 して,最 も大 き な声 で批 判 す るよ うに な って い る。

　 国 際 協約(そ れ に従 わ な け れ ば民 間 企 業 で は違 法 とな る)は,国 の サ ー ビス を
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調和 す る手 段 で あ り,ま た,国 内 で 不 人 気 な政 策 を正 当 化 す る手 段 で もあ る。 要

す るに,何 故 ヨ ー ロ ッパ で は独 占 を維 持 す るの か,ど うす れ ば その 独 占 を うま く

利 用 で き るの か に つい て もは や 明 らか で な くな っ て い る。

新 し い通 信 サー ビス

　急 速 な技 術 の 変 化 に伴 い,通 信 サ ー ビス は迅 速 か つ 大量 に,変 化 しつ つ あ る ニ

ーズ に対 応 して い か な け れ ば な らない
。 しか し,ヨ ー ロ ッパ の民 間 企 業 家 はPT

Tが 反対 す る と考 え られ そ うな活 動 とか 革新 に尻 ご みす るの で,こ の よ うな 変 化

を予 想 す る こ と は困 難 で あ る。 この こ とか,注 意 を し過 ぎ るた め か,実 行 す るの

に荷 が 重 過 ぎ るた め か判 らな い が,殆 ん ど革 新 が 実 行 され て い な い の は 事 実 で あ

る。 各 国 のPTTに よ っ て 導入 され る新 しい通 信 サ ー ビスは,し ば しば その 独 占

を守 るた め に必 要 と考 え られ る反 動 的 な もの(counteraction)に 過 ぎな い 。

将来の経営

　 わ れ わ れ は現 実 の 社 会 に 生 きて い るの で 外 部 か らなん らか の プ レ ッシ ャー が加

わ らな け れ ば,急 速 な変 化 を期 待 す る こ とは で きな い。恐 ら く,な ん らか の プ レ

ッシ ャ ー が,え ん的 な 形 で ア メ リカか ら加 え られ る で あ ろ う。 しか し,こ の こ と

は主 な イ ンパ ク トとな りそ うで は あ るが,必 ず し も一 番望 ま しい こ とで は な い 。

　 ヨー ロ ッパ はIBMもXeroxもInte1も 持 って い な い。 したが っ て,ヨ ー ロ ッパ

の将 来 を支 え る よ うな,な にか 特 別 の研 究 が 開 発 さ れ る必 要 が あ る。生 産 よ りも

む しろ,通 信 が脱 工 業 化 社 会 に お け る本 質 的 な活 動 に な ろ う と して い る。 目標 と

か政 策 が,ひ とつ の 国 を横 断 す る評 判 の高 い独 占 グル ー プか,ま た は数 力国 の グ

ル ー プに よ っ て設 定 され るで あ ろ う。 そ こで は 通 信 と その 他 の 人 間 活 動 が もっ と

分 析 され,自 由 な 活 動 に変 化 す るこ とにな るで あ ろ う。
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